











































































の ｢主体性を担保するための教育方法｣ として、高等教育の中で普及していった（山内 , 2018, 
192）。
　国内でのアクティブラーニングは、2012年 8月の中教審答申「新たな未来を築くための大学



















learning）が盛んになり（例えば、Johnson & Johnson, 1974）、1990年代の初頭に協働学習





面的 - 積極的相互作用、個人の責任、スモール ･グループでの対人的技能、グループの改善手続




















しうるが、誤ったリーダーシップは不均衡な人間関係をもたらしてしまうだろう（坂本 , 2008, 
55）。」第三は、「学習目標や課題、価値観および成果の共有である。「協働学習」はプロジェク
ト型の学習であり、参加する学習者同士を結びつけるのは、共有された学習目標や課題の達成へ




























































































レッジ・大学協会（Association of American Colleges & Universities：AAC&U）の VALUE 

































































































































































会い期｣ には重要なスキルである。第 2に、2回目のアンケートでは ｢自分の意見や考えを人前





































































「そう思う（75%以上 90%未満）」は 13件（28.9%）、「ある程度そう思う（50%以上 75%未
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